
平成21年９月橋本市議会定例会会議録（第２号）その４ 

平成21年９月７日（月） 

                                           

（午後１時00分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番３、23番 井上君。 

〔23番（井上勝彦君）登壇〕 

○23番（井上勝彦君）23番 井上勝彦、一般

質問をさせていただきます。午後からのトッ

プバッターということで、ちょっと眠たい時

期でありますけども、しっかりとやりますの

で、皆さんよろしくお願いいたします。 

 衆議院選挙も終わりまして、橋本市も新し

く出発するわけなんですけども、和歌山県で

は９名という国会議員が誕生したわけでござ

いまして、与野党問わず、それぞれの国会議

員も地域のためにということで一声を振るっ

ておられたと思うので、それを９人の国会議

員が、橋本市のためにお互いに力を合わせて

やっていただくことを期待いたしております。

皆さんとで見守っていこうではございません

か。よろしくお願いいたします。 

 それでは、私の第一番目の質問でございま

す。本日は産業振興条例についてであります。

これにつきましては、中小企業基本法という

のが制定されまして、平成11年に一応改正を

なっておるわけでございますが、その法律に

基づきまして、橋本市としてどのように考え

ておられるかということで質問をさせていた

だきます。中小企業基本法というのは、第６

条に基づきまして質問をさせていただきたい

と思います。 

 産業は、市民の日々の暮らしを支える基盤

であるだけではなく、まちの活力を生み出す

ことから、すべての産業の安定した発展に向

け、市民・事業者及び行政の協働により、振

興施策に取り組むことが強く求められており

ます。 

 平成11年に改正された中小企業基本法第６

条でも「地方公共団体は、基本理念にのっと

り、中小企業に関し、国との適切な役割分担

を踏まえて、その地方公共団体の区域の自然

的経済的社会的諸条件に応じた施策を策定し、

及び実施する責務を有する」として、「地方公

共団体の責務」が規定されております。 

 こうした状況を踏まえ、本市の産業振興に

あたり、その基本となる考え方、基本理念及

び施策の方針を定め、市・事業者・経済団体

等及び市民それぞれの役割を明らかにするこ

とで、産業基盤の安定及び強化並びに、地域

経済の循環及び活性化を図り、もって就労機

会の増大及び安心安全な市民生活の確保に資

するとともに、調和のとれた地域社会の発展

に寄与することを目的として産業振興条例を

制定することが大事と考えますが、本市のお

考えをお聞かせください。 

 二つ目でございます。自主防災組織につい

てであります。本市は現在、防災組織には非

常に取り組んでおられるわけなんですけれど

も、現状はどうなっているのかお聞きをした

いと思います。それから、②で補助・支援は

どのようになっているのか。③につきまして

は、今後の取り組みについてどのようにして

いかれるのかということで、本日は２点を重

点的にお聞きをしたいと思いますので、よろ

しくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、壇上での質問はこれぐらいで終

わらせていただきます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 
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〔総務部長（中山哲次君）登壇〕 

○総務部長（中山哲次君）それでは、本市の

自主防災組織についてのご質問にお答えいた

します。 

 まず、１点目の自主防災組織の現状につい

てでありますが、本市では大地震などの大規

模災害に備え、災害発生時に地域住民が共助

としてのいち早く救助活動や避難活動ができ

るよう、自主防災組織の設立を推進しており

ます。地元の区、自治会においても共助の重

要性を認識され、自主防災組織を設立してい

ただいております。 

 平成21年９月１日現在の市内における自主

防災組織結成状況は、市内106地区のうち64

地区で結成されており、市内全域における世

帯数での結成比率としては約60％であります。 

 また、結成された概ねの自主防災会の主な

活動は、防災資機材の購入、備蓄倉庫の設置、

自主防災訓練、地域住民への啓発や防災マッ

プ作成などの活動に取り組まれています。そ

の具体的状況といたしましては、昨年度完成

した橋本市防災行政無線屋外拡声子局を利用

した防災訓練や、地域住民参加のもと避難訓

練や炊き出し訓練などを実施され、住民の防

災意識の普及及び高揚に取り組んでいただい

ております。 

 続きまして２点目の、自主防災組織に対す

る本市の補助・支援体制でありますが、自主

防災組織設立後は「橋本市自主防災組織設立

推進事業補助金交付要綱」に基づき、防災資

機材購入と備蓄倉庫整備に対する補助金を交

付しています。 

 また、設立後の継続的な活動を支援するた

め、各自主防災会が取り組まれる防災に関す

る啓発活動や、防災訓練時には、消防と連携

を図っての職員派遣や非常食の提供、和歌山

県が保有する地震体験者を借り受けての住民

の地震体験などを行っているところでありま

す。 

 次の３点目の、今後の取り組みについて、

どのようにしていくのかについてであります

が、まずは、すべての地区での自主防災組織

の結成に向けて取り組むために、未結成の各

区長及び自治会長への共助の必要性について、

改めて説明と聞き取りを行い、自主防災会結

成に向けて課題点の抽出とその解決方法を見

出し、一つでも多くの自主防災会が結成され

るように働きかけていきます。 

 一方、設立されている自主防災会に対して

も、継続性がなされなければ「いざ」という

ときに役立ちませんので、せっかく結成され

た自主防災会を生かすための継続性への取り

組みといたしましては、結成されている自主

防災会の協議会を設立して、お互いの情報交

換などを行える場を持って、新たな取り組み

や合同訓練などを行っていくことを検討いた

しております。 

 最後になりましたが、ＡＥＤの設置状況な

どに関してでありますが、市役所に２台、各

小・中学校、教育文化会館、橋本市運動公園

などの公共施設と民間企業、集合住宅（マン

ション）に設置されています。また、本市に

おいては救命率の向上に努めるためにも、未

設置の公共施設に関しては、各受け持ち所管

の責任において設置の検討を行い、必要に応

じて設置してまいります。 

 今後も、より一層の災害に強い橋本市を構

築してまいりますので、ご理解のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）経済部長。 

〔経済部長（山本重男君）登壇〕 

○経済部長（山本重男君）産業振興条例につ

いてお答えいたします。 

 本市の産業の振興につきましては、橋本市

長期総合計画により、活力ある産業を育成し

若者が定住できるまちづくりの実現をめざし、
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大都市近郊の優位性を生かしながら、地場産

業の振興や新たな産業の創出により、地域経

済の発展と市民の経済基盤が安定した社会の

形成をめざし、その基本理念及び施策の方針

を定めています。 

 この計画において、農林業の振興について

は、付加価値の高い農業生産や販売ルートの

開拓・強化をめざすとともに、加工業の育成

や新たな特産品の開発、安全な食の提供や地

産地消の推進について、農業協同組合・森林

組合等との連携・協力により進めます。 

 製造業の活性化については、へら竿やパイ

ル織物など地場製品のすぐれた産業技術の継

承や情報発信などに取り組むため、紀州製竿

組合・紀州繊維工業協同組合や県工業技術セ

ンター、大学などと連携し、新製品・新技術・

デザイン開発や販売ルートの開拓、人材育成

など経営体質の強化に努めます。 

 企業誘致の推進は、雇用の促進につながり、

本市の活性化に不可欠です。このため、地域

経済の安定した発展や若者等の雇用機会を確

保するため、市内企業の支援や新規企業の立

地促進を積極的に進めます。 

 商業の基本施策としては、商店街共同施

設・共同事業の推進、空き店舗の活用など、

商工会議所や商工会等との連携を強化しなが

ら、商店街の活性化や商業者の育成・支援に

努めます。 

 中小企業の経営基盤の強化については、経

営の健全化・設備の近代化など企業の資金需

要を支援するため、各種融資・助成制度の周

知とともに、低利融資事業の拡大等を国、県

などに要請します。 

 観光交流基盤の確立については、観光協会

の機能充実やボランティアガイドの養成、観

光情報の発信力強化、観光拠点の整備などリ

ピータ化につながる観光地づくりに努めます。 

 以上が橋本市長期総合計画での、主な産業

振興についての考え方であります。 

 そこで、本市の産業振興条例の制定のご提

案につきましては、事業者の自助努力を基本

として、市の役割、事業者の役割、経済団体

の役割、市民の役割を定め、産・官・民・学

が協働で取り組むことが必要と考えます。こ

の条例の制定にあたっては、先例地の調査研

究を行い、前向きに取り組んでまいりたいと

考えますので、ご理解のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君、再質問

ありますか。 

 23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）今ご答弁をいただきま

した。まず、産業振興条例についてでありま

す。 

 今、部長から、今後長期計画にはうたわれ

ておりますけども、この振興条例については、

前向きに検討していくというご答弁をいただ

きましたわけなんですが、私が冒頭述べまし

たように、中小企業基本法というのは、要す

るに第６条にのっとって、この条例を一日も

早く、そういう施策を策定して実施する責務

があると。今までに長期計画ではいろいろな

施策が講じられてきておりますけども、それ

ぞれの地元のそういった、この条例をつくる

ことによって、先ほど言われたように事業者

と市民、それから行政、これがやはり一体と

なって進めていく。 

 そのためには、やっぱり国が定められたこ

の条例を基本として、今先ほど部長が述べら

れたようなこの基本理念というものが、要す

るに基本理念とそれから産業施策の方針、市

の役割、事業者の役割、経済団体の役割、市

民の役割と、こういうふうに条例に基づいて

進めていくということが、今後まちづくりを

進めていく上で、市が策定したものを押しつ

けるんではなくて、そういう事業者、各種団
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体、今現在、あらまし、ちょっとお尋ねしま

すけども、商工団体あるいは織物組合、ある

いは建設協会、こういう団体がだいたい主立

ったものがどのくらいありますか。 

○議長（中西峰雄君）経済部長。 

○経済部長（山本重男君）これは2008年の橋

本市の統計要覧でございますが、2008年の当

時、建設業につきましては211事業所、卸小売

業につきましては802事業所、それから製造業

につきましては381箇所でございます。それで、

大型店舗につきましては11店舗ございます。

それで、パイル織物の事業所につきましては

255箇所でございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）今言われた各団体、事

業者があるわけでして、この条例の策定にあ

たっては、できるだけ早くこういった団体の

代表の方、あるいは市民というか自治会です

ね。自治会の代表の方、あるいは例えば学識

経験者、言われたような大学のそういう専門

的な方とか、それから各事業者、建設業とか

織物組合、あるいは商工連合会、小売業につ

いては商店街連合会、そういったものでまず

協議会を立ち上げて、そして、その中でどの

ような形で条例化を進めていくかということ

を、まず、いち早く協議会を立ち上げるとい

うこと。 

 既に市のほうも把握しておると思いますけ

ど、私が一応文書で出させてもうた中では、

平成、今年の７月にも田辺市が既に、ちょっ

と内容は違いますけども、同じように産業振

興条例、商工業条例かな、それがもう立ち上

げてありますね。八尾市では、平成14年にも

う既に立ち上がっております。今年の４月の

１日には吹田市もこの振興条例、どんどんと

この法律に基づいて、全国的にもかなりでき

てきているわけなんですけども、橋本市とし

てもそういった、今市長が言われている、こ

れからの企業誘致も含めてやはり雇用も含め

た、そういった企業誘致を進めていく上では、

やはりこの条例を先につくると。その中で、

長期計画との整合性を考えて、地元の業者の

育成という立場から考えれば、やはり橋本市

独自の産業振興、この条例というものをきち

んとつくらん限りは、ただ長期計画といった

って、絵にかいたもちにすぎないと。みんな

のものになってこないと。みんなが参加した

中できちんとしたものをつくり上げていくと

いう、まちづくりをみんなで考えていくとい

うね。 

 それで、それぞれの意見がその中で出てく

るだろうと。これからは地方分権と言われて

いる時代に、やはり本市としての商工振興、

これからの産業を、橋本市としての産業をど

ういうふうな形で進めていくかというのが、

やはり皆さんの意見というものがこの中に反

映されてくるだろうと。そのためには、やっ

ぱり一日も早くそういう協議会を立ち上げて、

審議会をつくって提案をしていただく。そし

てまた議会でも審議をしていくということで、

いち早く進めていただきたいと思うんですが、

その点について、再度、時期的な面も含めて

ご返答願いたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）経済部長。 

○経済部長（山本重男君）産業振興条例の制

定は、市にとって必要なものだと私も考えて

おります。その中で経済部といたしましては、

まず先例地の調査研究をしていきたいという

ふうに考えております。私ども調べた結果で

すけども、今おっしゃられたような協議会、

検討委員会というふうなものを立ち上げて制

定された市町村、それから制定しないで立ち

上げられた市町村があるように伺っておりま

す。ただ、この条例を制定する以上、これを

実のあるものにしていきたいというふうに考
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えております。その上でこの条例制定という

のが一番望ましいんかなというふうに考えて

おります。 

 そういったことをするためには、やはり先

ほど議員おっしゃられたような事業者の代表

の方、それから行政代表、商工会議所、商工

会、ＪＡ、そういった方々と役割分担、行政

が何をしなければならないのか、事業者それ

から商店街の方々は何をしなければいけない

のか、というふうなことを論議した上で制定

していくというのが大切じゃないかなという

ふうに考えております。 

 その時期的なものでございますが、時期的

なものについては、できるだけ早い機会に制

定しなければならないというふうに考えてお

りますが、まずは先例地を調査研究いたしま

して、できるだけ早い機会にそういった協議

会というか、ワーキンググループを立ち上げ

て、制定に向け取り組んでいきたいというふ

うに考えております。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）経済部、農林部、農業

も含めてなんですけども、産業振興条例その

ものにつきましては、市長にちょっとお尋ね

したいんですけども、これは各部局とも十分、

行財政改革、企画も含めて、各部局ともよく

相談をしながら、できるだけ早く、法律とい

うのがあるんですから、これはいつやっても

いいよということじゃなくて、あなた方はじ

きに国の法律に基づいてとか、なんやかやと

言うけども、実際にこれ、つくらないかんと

いうことになってるやつを放ってあったこと

がまちづくりの、放っておったというわけに

はいかんのやけども、長期計画の中では進め

ておるわけですけども、条例そのものが法律

上つくることが義務付けられているわけです

から、できるだけ早くつくらないかんし、市

として全体の中で、雇用も含めた中で、もち

ろん環境も含めて、できるだけ早く市長はや

っぱり取り組んでいってもらいたいと思うわ

けなんですけども、この点についてちょっと

市長、次の質問に入るまでに市長のご答弁を

お願いしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）井上議員の再質問にお

答えしたいと思います。 

 産業振興条例等の制定の問題でありますけ

れども、それぞれ担当からは説明を申し上げ

ましたように、これは市といたしましても大

変大事なことでありますし、調査してみます

と、近畿圏内でも相当その機運が高まってき

て、実施されておるというか、そういうこと

も承っておるわけであります。 

 したがいまして、やはりそれに向けてでき

るだけ早く、我々内部におきましてもそれぞ

れの横との連携、そしてまたそういう協議体

をしっかりとしたものをつくっていきながら、

成功に導いていかなければならない。やはり

形はできましても魂が入らなかったら、これ

はもう実らんわけでありますので、ひとつ内

容の濃いものにしながら、またそうした面で

は、議会の皆さんのご指導とお力添えをいた

だきますようにお願いを申し上げ、早期に実

現できるように努力したいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）市長の力強いご答弁を

いただきましたので、ご期待を申し上げまし

て、一日も早く、部長にもお願いをしておき

たいわけなんですけども、この産業振興条例、

これはやっぱりまちづくりにとって非常に大

事なことであろうと。国も推進をしておるわ

けで、各地方において地方分権が叫ばれる中

で、一番、いち早く、これは基本的なことで

ありますので、市長がおっしゃられたように
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期待をしておりますので、私たちもまた精査

研究をいたしまして、地元の業者の皆さんの

ために、また市のためにもなりますので、よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、第二番目の自主防災組織でござ

いますが、今、先ほど部長からご答弁いただ

きました中で、64の地域で一応60％というこ

とで、今現在、旧橋本市では33、旧高野口町

では31という割合でできておるようにも聞い

ておりますが、準備中も含めて全体として、

訓練その他充実しているところとしてないと

ころと、つくってそのままというところもあ

るわけなんですけども、その点について、あ

と何地区ぐらいが残っているわけですか。残

りというか、まだ未結成というか、そういう

ところは40％ですけども、何地区ぐらいにな

るんですか。ちょっとわかりませんか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）市内では106地区と

いうことで、今現在が64地区ということで、

単純に計算上は残りの42地区ということにな

ります。地区としてはあと42地区。今現在も

結成には至っておらないんですが、地域地域

からの要望によりまして、私ども地域のほう

へ職員がお邪魔しまして、いろいろと説明を

させていただいておるということの中で、地

元、地域の方々が地区内で協議を、研究をさ

れておるという地区も十数件、今現在ござい

ます。 

 そういうことで、今後、その方々には地元

の要望があれば何回もお邪魔をさせていただ

いて、結成に向けての取り組みをしたいとい

うふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）できるだけ、防災組織

というのは命にかかわる問題でありますので、

全体として各地区で防災組織を組織化して、

進めていっていただきたいと。 

 それで二番目に移りますが、この補助支援

の問題なんですけど、自主防災を進めていく

上で、今現在の補助の対象、それと支援策な

んですけども、機材とかそういったもの、補

助の支給額というのが定められて、今、申請

年度４月１日現在を基準にして、50世帯未満

は５万円、50世帯以上は世帯数掛ける1,000

円というような形で支援されておるわけなん

ですけども、今、その中で、５万円の資材を

購入した場合は市の補助金として４万円、あ

とは自主防災組織が１万円の負担というよう

な形で、割合としてなっておるわけなんです

けども、例えば、200世帯以上の場合は1,000

円掛ける200世帯と、20万円が限度額になって

おるわけですね。限度額としては。例えば、

20万円の機材を購入した場合に、市の補助金

が16万円、それから自主防災組織が４万円と

いう形でありますけども、逆に、金額が大き

くなってきますと、今度は20万円が限度額で

すので、例えば25万円の機材を購入した場合

は、市の補助金が20万円で、自主防災組織が

５万円と。 

 だいたい、自主防災組織をつくっていくの

には、この頃、高野口でも向島あたりでも、

消防器具庫と一緒に入っているところと、そ

れから倉庫のようなもの、車のああいうもの

で、機材を入れる倉庫も別につくっていると

ころもあるわけなんですけども、そういう各

地区につくっていこうとすれば、やはり80万

円から100万円ぐらいかかると。100万円ぐら

いかかった場合は、限度額が20万円やから、

逆に地元負担が80万円ぐらいかかってくると

いうふうなことで、なかなか前向いて進まな

いというような、それぞれの地区の意見があ

るわけなんですけども、そういった場合の、

全体として自主防災の各地区で連携をしてや

っていくわけなんですけども、そういったも
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のについての支援の見直しというか、そうい

うものをやっぱりそれぞれの地域によって違

うんだろうけれども、限度額20万円というの

はどういうところから出てるんかわかりませ

んのやけども、その辺のところ、どのように

なってますかな。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）あまりこれ以上言いま

せんけども、やはり自主防災というのは、地

域とそれから例えば消防関係、消防の関係の

方々のいわばご指導も得ながら、できるだけ

全体として連携を持って、今現在、各地区で

は取り組んでおるんですけども、どのような

資機材がどこにどのようなものがあってと、

今これ、たくさん上げられておるし、できて

ますんやけども、例えば、毛布はどこそこに

何枚あって、飯ごうが何ぼあって、例えば、

のこぎりが何ぼあった、どこそこの地域でど

れだけのものが用意されておるかというのを、

全体として把握されておるのかどうか、それ

も一つ聞きたいのと、それから消防長にお聞

きしたいんですが、今、先ほど言われたよう

な防災組織の、要するに60％とあるわけなん

だけども、これに対するご指導というか、そ

ういったものについてはどのような形でやら

れておるのかということと、その２点をお聞

きしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）議員よく調査いた

だいておりまして、今現在、自主防災組織設

立推進事業補助金交付要綱なるものがござい

まして、これに基づきまして自主防災会のほ

うへは補助金の額ということで支出をさせて

いただいております。 

 ちなみに、ご質問の補助金支援策の増額と

いうふうに理解させていただいていいのかと

思うんですけれども、見直しということで。

今現在、市のほうで考えておりますのは、ま

ずは、いざ有事となりますと、地震発生とな

りますと、この自主防災が非常に重要な影響

力を持ってまいります。そういうことで、ま

ずは100％を目標にしないで、自主防災組織を

まずは設立をお願いしたいと。その中で、橋

本市としては、それらの各自主防災組織の総

合組織体であります仮称協議会を設置させて

いただきたいと。そして、その協議会の中で、

各組織が自主防災訓練も含めまして、まちま

ちの構造、対応というのも、いろんな災害に

対応した中では、訓練も含めましてある程度

統一していく必要もあるのではないかと。そ

ういうことの中で、まずは市内全域で自主防

災組織会を設立していただいた中で協議会を

つくらせていただいて、その中で今後の自主

防災のあり方なり、充実に向けての取り組み

をしていきたいと。その中で、総合的に支援

策も含めまして、訓練内容も含めまして検討

させていただきたいというふうに考えてござ

いますので、ご理解のほどよろしくお願いし

ます。 

 それから、３番目については後でちょっと

質問します。ちょっと時間ありますので。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）まず、ご質問の１

点目でございますけれども、どこの自主防災

会はどれだけの資材を持って、どの場所に保

管しておるのかということにつきましては、

市民安全課のほうで各補助金設立に伴いまし

て、各資材購入、備蓄倉庫の購入設置に向け

ての補助申請をいただいております。そのと

きには、資材でございますと、実績の中でこ

ういったものを購入しました、例えば、つる

はしとかヘルメットとか発電機等々、地域に

よって差はございますけれども、そういった

ものについては把握してございます。なおか

つ、備蓄倉庫につきましては、どの場所に倉

庫を設置すると。簡易な倉庫でございますけ
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れども、それにつきましても図面なり、申請

書をいただいてございますので、市民安全課

としては把握してございます。 

○23番（井上勝彦君）それはよくわかるんで

すけど、私の言いたいのは、消防団、それか

ら消防署、それから自主防災組織の連携とい

うか、いざというたときには、やっぱりそう

いった、どの場所にどういうものがあるかと

かというのも、各地区消防団なりとの連携を、

地元の消防団と防災組織は知っておるけども、

ほかのところはわからんよというようなこと

ではなくて、今、どこでどんなことが起きる

やわからんので、そういった連携をやっぱり

きちっと、要するに、今言われたこの場所が

何十箇所かあるわけですけども、そういった

ものが消防団なり、あるいは消防署とのこう

いったものも公開をして、公開というかお互

い出していくと。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）消防長。 

○消防長（森 正克君）ただ今のご質問なん

ですけど、自主防災組織について指導ですか。

それについては市民安全課のほうがなってお

るので、うちとしては地区住民に対する消火、

避難とか、そういう指導はしております。そ

れでよろしいですか。 

 地区住民についての訓練指導については、

平成20年度におきましては30回、参加者は

2,200名、そして21年４月から７月までは11

回、参加者は550名、この地区住民に対して通

報、避難、消火訓練を指導しております。  今、市民安全課が握っているというか、わ

かっている。市民安全課でわかっておったっ

て、我々はわからんのやから、そやさかいに、

細かいことを言えば、やっぱり各地域には例

えば毛布が何ぼある、例えばコンロが何ぼあ

る、そういったものを、ちゃんと各地区でど

ういう設備がありますよ、ある程度ここは安

心ですよとかいうのを、つくってないところ

に対するプレッシャーにもなってくるので、

やはりちゃんと公開をして、補助金を出した

ら、今、これだけのを備蓄しているとかいう

のがわかるんですから、市民の方にも知って

いただくと。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）失礼しました。自

主防災組織の訓練、指導等につきましては、

先ほど消防長のほうからもご答弁させていた

だいたわけでございますが、まず、地元の方

からいろんな訓練をしたい、炊き出し訓練を

したい、避難訓練をしたい等々ございます。

そのときは市民安全課のほうで受け付けをさ

せていただきまして、そして消防署のほうと

も連携をとらせていただいて、市それから消

防署のほうで一つのコンビを組みまして地域

へお邪魔をさせていただいておると。そして、

事前に打ち合わせをさせていただいて、地域

が希望するのであれば防災無線のほうも使っ

ていただいて、地元区長さんなりに防災無線

を利用して、実際に体験をしていただくとい

うふうな訓練を行っておりまして、比較的、

土曜日・日曜日に集中はしておりますけれど

も、今後も続けていきたいと考えております。 

 例えば職員でも、どこに何があるのかわか

らんと。800人から職員おるのやさかいに、ど

こに何があるということぐらいは配って渡す

というようなことも徹底しておいたほうが、

あ、あそこに行けば近くに何かあったなとい

うことがわかると思うんですよ。我々もわか

らんでしょう。安全課で結局補助金出してい

るから、あんたとこはわかってるけど、ほか

の人だれも知らんと。そんなこっちゃ何もな

らんので、そういう連携をちゃんと持ってい

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 
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ってほしいということを言いたいわけです。 

 その点について、消防長もそういう意味で、

訓練に、言うてきたら教えてあげますよとい

うのは、それはよくわかるんですけども、そ

ういったものも把握しておくということね。

そういうのを職員の皆さんにもわかっていた

だくと。例えば病院でもどこでもそうですけ

ども、そういった形で市民安全課のほうにち

ゃんと１冊の冊子にして渡すとかということ

で、徹底していただけたらありがたいなと思

うんですけど、その点どうですか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）ご意見ありがとう

ございます。確かに、いざ有事発生した場合

には、市民安全課だけがその情報を持ってお

りましても、緊急時の対応にならないかと思

いますので、そのご意見、早急にまた今後も

各消防署、消防団との関係の中で、情報の共

有化をさせていただきます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）それでは３番に移りた

いと思います。最終ですけども、先ほど協議

会を立ち上げて、今言われたような問題を本

部から発信できるような防災会議対策本部と

いうか、そこから発信できるような、今後進

めていきたいということでありました。 

 それと、先ほど言われましたけど、ＡＥＤ

というのはまだ数少ないですね。台数は聞い

てないんですけども、心臓マッサージという

か、ＡＥＤというのは、せめて橋本市の出先

機関というかそういう施設へ各１個ずつ、今

は金額的にも安くなってるでしょう。最初の

ことを思ったら。やっぱり命にかかわること

ですので、どこの公共施設行けばあるよとい

うところまで普及というか、入れていただき

たいと思うんですけども、これは経済対策の

一環として、それは購入して各１台ずつ、例

えば公民館とか体育館、文化センター、そう

いうところへ、学校ももちろんそうですけど

も、公共施設へ入れていくということに、一

日も早うしていただきたいと思うんですが、

それは議会も反対しないと思うので、12月補

正でも上げてもらうように、いっぺんご答弁

ください。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）ＡＥＤの設置状況

でございますけれども、各市役所関係から始

まりまして、小・中学校それから各市内の金

融機関、病院等も設置されているところがご

ざいまして、市内全域ではそういったものも

含めまして旧橋本市では48施設に、旧高野口

町では15施設ということで、今現在設置して

ございます。 

 今後につきましても、確かにＡＥＤで人命

が救われた、助かったという事例も聞いてお

りますので、今後につきましては、12月補正

というのはちょっとお約束いたしかねるわけ

でございますけれども、今後、各教育委員会、

市長部局等と各関係部局のほうでそういった

必要性を検討していただく形の中で、どうし

ても必要性があるという部分については、リ

ースなりで対応していく方法があるのではな

いかというふうに考えてございます。 

 そういうことで、今後も各施設で必要性に

ついて検討してまいりたいと考えております。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）検討は要らんのよ。と

にかく検討というのは遅うなるんで、これは

大事なことなので、これはほんまに市民の声

が非常に大きいんですよ。どこへ行ってでも。

ほんで、ここにあるかといったらないのでと

いうふうにね。中途半端に入れているところ

と入れてないところとあるわけで、そんなこ

とでは、入れておるところと３㎞も４㎞も離

れておったら、そんなもん間に合わんのよ。

全施設に、公共施設と言われるところへ入れ
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ると。一日も早う入れると。これは市民の声

なんだから。予算は私ら反対しませんよ。で

すから、何を放っておいても先に入れるとい

うことで、予算要求して市長にぱっと判をも

うたらええわけやから、ほんでに今、金額的

には安いと思うんですよ。リースもあるし。

新しいの出てくるので、教育長、学校もちゃ

んと全部入れてもらうように、体育館もして

いただけるように予算要求してもらって、や

っていただくということで、再度ご答弁願え

ますか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）確かにＡＥＤの必

要性というものについては、最大限認識して

ございます。そういうことで、検討という言

葉を使うなということでございますが、繰り

返しになりますけれども、内部でのそういっ

た会議なりの場におきまして、あればそれに

越したことはないということは私もわかって

ございますので、そういう方向で協議させて

いただきます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）できるだけ早く全施設

に入れていただけるように、リースでも今安

いので、月1,000円か1,500円ぐらいだと思う

で。そやさかいに、そんな大層なこといっこ

もないのよ。やっぱり命にかかわることやか

ら、それは何を放っておいても、市民の皆さ

んもこれに予算使うたから、お前こんなもん

入れてと言う者、だれ一人もおれへんと思う

んや。ほんまに。そういうのがやっぱり行政

サービスというもんやから、行政サービスを

やっていくことが市長のこれからの市政にも

かかってくる。市長、やるということでいっ

ぺんご答弁、それで私はもう終わりますから。 

○議長（中西峰雄君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）井上議員の再質問にお

答えしたいと思います。井上議員は声高らか

に、何度もこのことについて申されておるわ

けでありますが、一度内部で検討して、可及

的速やかにひとつ取り組んでまいりたいと思

います。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）それでは市長の可及的、

できるだけ早く、予算の関係もありますけど

も、全市民の願いでございますので、ひとつ

来年市長、選挙もあることやし、一応これは

大きな土産として、入れることも一つのこと

になると思います。これはひとつよろしくお

願いを申し上げまして、私の一般質問をこれ

で終わらせていただきます。 

 ありがとうございました。 

○議長（中西峰雄君）先ほどの答弁の中で、

訂正の申し入れがありますので、発言を許し

ます。 

 経済部長。 

○経済部長（山本重男君）先ほどの産業振興

条例のご答弁の中で、事業所の数を2008年橋

本市統計要覧よりとご答弁させていただきま

したが、パイル織物の事業所の数につきまし

ては、平成18年度の紀州繊維組合からの数字

でございます。255につきましては、これは間

違いございませんので、訂正しておわび申し

上げます。 

○議長（中西峰雄君）これをもって23番 井

上君の一般質問は終わりました。 

 この際、２時10分まで休憩いたします。 

（午後１時57分 休憩） 
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